




 

通常のクレチン症マス・スクリーニング系は高い血中 TSH 値をしめす典型的なクレチン症

に対しては充分な症例の発見検出力をもつと考えられるが,血清TSH濃度が25ないし40μ

U/ml 程度の TSH 軽度上昇例も報告されており,これらを含めて全国的により安定した症例

検出力を常時確認することが期待される。この研究では,その目的のための精度管理法とし

て,順位相関係数を導入,測定実測レベルとあわせて精度管理システムの確立をめざして検

討がすすめられた。 


